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道路事業 再評価

一般国道４号 仙台拡幅

資 料 ３

平成３１年１月１１日
国土交通省 東北地方整備局

平成30年度事業評価監視委員会（第２回）資料

重点審議事業
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一般国道４号
仙台拡幅

１．事業の目的と概要

○計画概要
起 終 点：自：宮城県仙台市若林区卸町

至：宮城県仙台市宮城野区鶴ヶ谷
延長(開通済)：６．０ｋｍ（２．８ｋｍ）
幅 員 ：４０．０～４６．０ｍ
道路規格 ：第３種１級、第４種１級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ、６０ｋｍ／ｈ
事 業 化 ：平成元年度
用地着手 ：平成３年度
工事着手 ：平成４年度

事業費・進捗率

社会情勢の変化等
（再評価実施後２年経過）

位置図 標準横断図

平面図

わかばやし おろしまち

みやぎの つるがや

・仙台バイパスの慢性的な交通混雑の緩和
・混雑緩和による交通事故の減少

○事業目的

せんだい

せんだい

全体事業費
（うち用地補償費）

執行済み額
（うち用地補償費）

全体進捗率
（用地進捗率）

H28再評価時
全体事業費

（うち用地補償費）

完成
３６３億円
（６２億円）

１８９億円
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終点：宮城県仙台市宮城野区鶴ケ谷
せんだい みやぎの つるがや

起点：宮城県仙台市若林区卸町
せんだい わかばやし おろしまち
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：開通済
：事業中
：未事業化□□□

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

その他道路凡例凡 例

道路種別

道路種別
：4車線以上
：2車線

その他凡例

：H27道路交通
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宮城県仙台市宮城野区苦竹
せんだい みやぎの にがたけ

苦竹IC

（8車線）

箱堤交差点
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※進捗率は平成30年3月末時点



位置図

鶴ヶ谷南交差点

２．事業の進捗状況

N

苦竹IC

至 東京

T’10=61,542（台/日）
T’15=56,730（台/日）

（終）宮城県仙台市宮城野区鶴ヶ谷
せんだい みやぎの つるがや

至 八戸

H30.12末 現在
この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図
（タイル）を複製したものである。（承認番号 平30 東複、第23号）
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T’15=70,934（台/日）

未受領

施工状況 鶴ヶ谷南交差点付近（終点方向）

施工状況 中の坂橋付近（終点方向）

未受領

今
回
変
更
区
間

（交
差
点
立
体
化
）

延
長

1.4
km

仙台市宮城野区苦竹
せんだい みやぎの にがたけ

六丁の目交差点

燕沢跨線橋(側道)
延長73m

燕沢跨線橋
延長41m

燕沢跨道橋
延長22m

中の坂橋
延長40m

小鶴跨道橋
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高野川橋
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梅田川橋
延長129m

苦竹第一こ道橋
延長32m
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今回変更区間
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⻑町IC
今泉IC

仙台若林JCT

名取IC

名取中央IC

仙台空港IC

⼭⽥IC

仙台東IC

仙台港IC
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若林区

青葉区

仙台東IC

仙台港IC

仙台駅

３．前回評価時からの周辺環境等の変化

 仙台都市圏周辺の道路ネットワークは、三陸沿岸道路の延伸・４⾞線化、常磐⾃動⾞道・仙台東部道路の４⾞線化事業着⼿等
、東側のネットワーク整備が進んでいる。

 仙台都⼼部と東部地区を結ぶ、市道「元寺⼩路福室線」が平成30年3⽉に全線開通(暫定供⽤)。

3

▼仙台都市圏周辺の道路ネットワークの変化
三陸沿岸道路 歌津ＩＣまで延伸
（桃生豊里ＩＣまで４車化 H29.3）至大和IC

至鳴瀬
奥松島IC

名取中央スマートIC供用
（H29.3）

元寺小路福室線

五輪工区
H30.3.8開通

H13年度：事業着手
H21年度：工事着手
H30.3：五輪工区暫定供用（2～4車）
H35年度：五輪工区6車完成予定

■元寺⼩路福室線（五輪⼯区）の沿⾰
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4車化事業着手 （H29.7）
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凡 例

：一般県道

：主要地方道

：一般国道

：自動車専用道路

都市計画道路 元寺小路福室線
延長：8,240ｍ

元寺小路福室線(五輪工区)
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▼市道「元寺⼩路福室線」の概要
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４．事業の必要性（１）交通ネットワーク

 仙台都市圏への広域交通は、常磐⾃動⾞道全線開通や三陸沿岸道路の延伸・４⾞線化、仙台北部道路の全線開通等により、
仙台都⼼部への流⼊が⻄側で減少し、東側で増加。

 市道「元寺⼩路福室線」の全線開通(平成30年3⽉)により、国道4号仙台拡幅事業南側の箱堤交差点で流⼊交通量が増加し、
国道４号の需要が⾼まっている。

仙台北部道路 全線開通
（H25.12）

６車線

４車線

２車線
常磐道 全線開通

（H27.3）

▼仙台都市圏周辺の交通量の変化
三陸沿岸道路 歌津ＩＣまで延伸
（桃生豊里ＩＣまで４車化 H29.3 ）

出典：断⾯交通）H11〜H27道路交通センサス
流⼊交通量）交通量推計

至大和IC

至鳴瀬
奥松島IC
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名取中央スマートIC供用
（H29.3）

資料：H29仙台市調査(H29.11) H30国交省調査(H30.4)

▼箱堤交差点の流⼊交通量の変化
(台/12h)

元寺小路福室線

五輪工区
H30.3.8開通

箱堤交差点

東西方向
約3,000台増

南北方向
約4,000台増

凡 例

：一般県道

：主要地方道

：一般国道

：自動車専用道路

元寺小路福室線開通により
箱堤交差点への流入交通量が

増加

西側断面

東側断面

H17断面交通量 702
（百台/日） うち流入量 130
H22断面交通量 678
（百台/日） うち流入量 118
H27断面交通量 673
（百台/日） うち流入量 112

H17断面交通量 1,233
（百台/日） うち流入量 142
H22断面交通量 1,264
（百台/日） うち流入量 155
H27断面交通量 1,290
（百台/日） うち流入量 168
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４．事業の必要性（２）産業活動支援

 国道４号「卸町・原町東部」地区から、国際拠点港湾「仙台塩釜港」周辺を含む宮城野・若林両区では、仙台市内の約8割を占め
る運送業関連企業が集積。

 東⽇本⼤震災後の平成23年12⽉26⽇に復興特区として指定され、指定事業者数も年々増加。
 仙台塩釜港は東北唯⼀の国際拠点港湾であり、コンテナ取扱貨物量は東北全体の約７割を占め、年々増加。
 宮城県の製造業における設備投資動向は、1年ぶりに増加となり、更なる増加が⾒込まれている。
 事業区間周辺では、仙台都市圏の産業拠点として、産業集積が進み国道４号の機能強化による産業活動⽀援が必要。

▼仙台都市圏周辺の開発状況

資料:仙台市HP・iタウンページ
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至仙台空港IC

至青森 至青森

宮城野区

56%

若林区

20%

青葉区

10%

泉区

9%

太白区

5%

仙台市内
事業所数
613事業所

▼仙台市区別道路貨物
運送事業所⽴地割合

市内の運送事業所の約８割が
宮城野区･若林区に立地

資料：H28経済センサス
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卸町

原町東部

（万Ｆ/Ｔ）

▼仙台塩釜港コンテナ取扱貨物量
の推移

資料：平成28年宮城の港湾統計
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▼東北地⽅における主要港の
コンテナ取扱貨物量

資料：H28港湾統計

東北全体の
約7割

単位：万F/T

※F/T：容積40立方ft、
重量1,000kgを1トンとし、
容積と重量の内いずれか
大きい数値をもって計算
した貨物量（トン数）

：地下鉄南北線
：地下鉄東西線
：復興特区（ものづくり産業版）
：運送業関連企業（仙台市内）
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（件）
仙台北部道路

全線開通

常磐道全線開通

三陸道多賀城IC供⽤
登⽶東和〜志津川延伸

仙台東部道路名取中央IC供⽤
三陸道志津川〜歌津延伸
仙台港北〜桃⽣豊⾥4⾞化

【卸町・原町東部】
「仙塩広域都市計画区域の整備、開発及
び保全の方針(H30.5)宮城県」において「
工業・流通業務地」として位置付け

▼復興特区(ものづくり産業版)の
指定事業者数

資料：仙台市経済局企業⽴地課至東京

▼宮城県の設備投資動向

資料：東北地域設備投資計画調査(⽇本政策投資銀⾏)
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４．事業の必要性（３）物流支援

 東北最⼤級の規模を誇る仙台市中央卸売市場や、仙台トラックターミナルなどの物流拠点が⽴地。
 国道4号は「卸町・原町東部」地区における貨物⾞輸送の約4割のシェアを占める主要ルートとなっている。
 仙台貨物ターミナル駅が仙台バイパス周辺に移転予定(H32年度開業予定)であり、施設関連⾞両の経路として当該区間も位置付

けられていることから、仙台バイパスの機能強化による物流の効率化が必要となっている。

仙台団地倉庫仙台団地倉庫現仙台貨物ターミナル駅現仙台貨物ターミナル駅

仙台貨物ターミナル駅仙台貨物ターミナル駅

若林区

宮城野区

太白区

青葉区

至 青森市 至 利府塩釜IC

■卸売関係者の声

○生鮮食品は、取引先より納品時刻厳守と言われているた
め、定時性が必要。

○朝7時以降、4号線卸町から松森近辺までの渋滞が激しく
、遅延が生じる場合がある。

資料： 仙台中央⻘果卸売協同組合ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果（Ｈ30.10）

資料：iタウンページ（運送事業者）
⼤⼿物流会社のプローブデータ(H29.10)

至 利府しらかし台IC

至 名取IC

■仙台都市圏における物流の課題

「卸町・原町東部」地区に発着する貨物車の主な輸送ルート
「卸町・原町東部」地区を発着する貨物車の経路別シェア
（5%以上の主要輸送ルートのみを記載しているため
合計しても100%にはならない）

○○%

仙台塩釜港

21%

19%

8%

8%

15%

▼仙台市東部地域の物流拠点

松森

16%

6車線開通済み区間

事業中区間

今回変更区間

仙
台
拡
幅

6

仙台トラックターミナルの概要

資料：株式会社仙台トラックターミナルHP

【概要】
流通加工・一時保管

の役割と機能を持った
配送センターを有し、
総合物流基地としての
役割を担っている。
【供用開始】

昭和37年11月
【バース数】

80バース

資料：仙台市環境影響評価資料 ⾞両運⾏計画より作図

山崎交差点

⾄ 泉区

⾄ 若林区

国
道

4
号

仙台貨物ターミナル駅
移転計画位置

⾄ 中⼼部

⾄ 松島

施設関連車両の
走行経路

卸町

原町東部

箱堤交差点

255台/日
（14.6%）

▼国道4号に関係する貨物ターミナルからの流動

6
車
開
通
済
区
間

437台/日
（25%）

437台/日
（25%）

255台/日
（14.6%）

363台/日
（20.8%）

仙台貨物ターミナル駅の概要

【概要】
仙台都市圏の発着貨物

を取扱う結節点として、
宮城野区宮城野3丁目に
開業したが、同区岩切、
燕沢両地区を跨ぐ用地に
移転予定。事業面積は
19haから23haに拡大。
【営業開始予定】
平成32年 写真：現在の仙台貨物ターミナル駅

移転計画位置移転計画位置

中央卸売市場中央卸売市場

仙台トラック
ターミナル

仙台トラック
ターミナル



 当該区間は東北地⽅で交通量が最も多い幹線道路であり、6⾞線開通済み区間以外の混雑度は1.3以上と⾼い状況。
 6⾞線拡幅事業中区間では、混雑度が⾼く、上下線ともに旅⾏速度20km/hを下回る著しい速度低下が発⽣。
 6⾞線開通済み区間では、混雑度が低いものの、上下線ともに箱堤交差点を起因とした混雑により速度低下により著しい渋滞（渋

滞⻑6.6km）が発⽣。

資料：旅⾏速度（H22、H27道路交通センサス 混雑時旅⾏速度）

４．事業の必要性（４）交通混雑の緩和

▼箱堤交差点の混雑状況(上り⽅向)

▼東北管内直轄国道の最⼤交通量

東北で 大

出典：H27道路交通センサス

▼箱堤交差点の混雑状況(下り⽅向)

7

▼事業区間における旅⾏速度・混雑度・交通量
：主要渋滞箇所

6
車
線
区
間

4
車
線
区
間

(km/h)

6
車
線
区
間

4
車
線
区
間

(km/h) 上り方向

至名取

至富谷

撮影：H30.4.26

撮影：H30.4.26

下り方向

至名取

至富谷

混雑度

H22センサス
H27センサス

混雑度 （H27道路交通センサス）※ 混雑度：道路の混雑具合を表す値。（交通量÷交通容量）

：６⾞線区間

：４⾞線区間

：事業中区間

延
長
6
．
0
㎞

６
車
線
開
通
済
み
区
間

延
長
1
．
8
㎞

延
長
2
．
8
㎞

事
業
中
区
間

鶴ケ谷南交差点

卸町交差点

箱堤交差点

苦竹IC
45

４

仙
台
バ
イ
パ
ス

浦田交差点

斉兵衛交差点

鶴ケ谷交差点

山崎交差点

至青森

至東京

元寺小路福室線

五輪工区
H30.3.8開通

延
長
1
．
４
㎞

交通量

(万台/日)
01020304050

20km/h
を下回る

箱堤

0 10 20 30 40 50

下
り

上
り

20km/h
を下回る

山崎

苦竹IC

箱堤

0.5 1.0 1.5 2.0

1.57

1.32

0.83

1.47

1.45

0 2 4 6 8 10

5.67

8.25

7.09

20km/h
を下回る

事業中区間

苦竹IC

山崎

事業中区間

仙
台
拡
幅

旅行速度 旅行速度

20km/h
を下回る

今
回
変
更
区
間



0.000 100.000 200.000 300.000

0 100 200 300

単路
交差点

４．事業の必要性（５）交通事故対策

 6⾞線開通済み区間の死傷事故率は低いが、事業中区間では鶴ヶ⾕交差点の死傷事故率が⾼く、渋滞に起因すると思われる追突
事故が多く発⽣。

 事業中区間の南側でも、渋滞に起因すると思われる追突事故が多く発⽣。
 追突事故は約6〜8割を占め、渋滞緩和による⼀体的な事故対策が必要。

▼死傷事故率※

追突

20件

83%

右左折時

2件

9%

その他車両相互

1件

4%

人対車両

1件

4%

資料：ITARDAデータ（H25〜H28）

▼箱堤交差点付近の死傷事故類型

追突が8割超

※ 死傷事故率：１万台の⾞が１万km⾛⾏した場合に起こる死傷事故件数

追突

15件

58%

右左折時

10件

38%

その他車両相互

1件

4%

人対車両

件

0%

▼卸町交差点付近の死傷事故類型

：６⾞線区間

：４⾞線区間

：事業中区間

仙
台
拡
幅

延
長
6
．
0
㎞

６
車
線
開
通
済
み
区
間

延
長
1
．
8
㎞

延
長
2
．
8
㎞

事
業
中
区
間鶴ケ谷南交差点

卸町交差点

箱堤交差点

苦竹IC
45

４

仙
台
バ
イ
パ
ス

：主要渋滞箇所 運転免許センター入口交差点

六丁の目交差点

浦田交差点

斉兵衛交差点

鶴ケ谷交差点

山崎交差点

至青森

至東京

元寺小路福室線

五輪工区
H30.3.8開通

(件/億台キロ)8

箱堤交差点
217.1

卸町交差点
235.2

宮城県平均：25.0

宮城県平均：93.4

延
長
1
．
４
㎞

今
回
変
更
区
間

鶴ヶ谷交差点
189.2

追突

12件

71%

右左折時

4件

23%

その他車両相互

1件

6%

▼鶴ケ⾕交差点付近の死傷事故類型

平均値
(直轄・単路）

平均値
(直轄・交差点）
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 箱堤交差点のピーク時間帯交通量は、仙台バイパスの近隣交差点の中で最も多く、ボトルネック箇所となっている。
 産業集積地域に⽴地する交差点のため、⼤型⾞混⼊率が⾼く交通処理能⼒を逼迫している状況。
 仙台バイパスは直進交通が卓越しており、ボトルネック箇所となっている箱堤交差点を⽴体化することで、直進交通の処理能⼒が向上

し、仙台拡幅事業の事業効果が発現される。

４．事業の必要性（６）事業計画変更区間の課題

国道４号仙台バイパスで最大の交差点流入日交通量を持つ六丁目交差点の混雑を1.0とした場合の各交差点の混雑割合

0
0.2
0.4
0.6
0.8

1
1.2
1.4

六丁目 卸町 箱堤 苦竹IC 鶴ヶ谷

▼仙台バイパスの各交差点における交差点流⼊交通量（⽇・ピーク時）

▼仙台バイパスの各交差点における混雑割合

立
体
化
整
備
済

資料：交通量 H29国交省調査(H29.11)
渋滞長 H24～29国交省調査における過去最大渋滞長

H29交通量調査（国土交通省）により
算出した交差点需要率の比。
括弧内の値は交差点需要率。

交差点流入量
118,630台/日

交差点流入量
93,817台/日

交差点流入量
102,243台/日

1,763台/h
(13.8%)

1,774台/h
(15.7%)

交差点流入量
80,533台/日

至
青
森

至
東
京

国道４号
六丁目
交差点

卸町
交差点

箱堤
交差点

鶴ケ谷
交差点

苦竹
ＩＣ

6⾞線
開通済み区間

事業中区間
（4⇒6⾞線）

6⾞線 6⾞線 4⾞線車線数

整備状況 今回変更区間
6⾞線

渋滞⻑：6,600m

渋滞⻑：340m渋滞⻑：600m

1,962台/h
(12.8%)

1,817台/h
(13.8%)

2,268台/h
(18.6%)

1,892台/h
(21.7%)

1,866台/h
(16.6%)

1,662台/h
(15.1%)

ピーク時直進交通量
(大型車混入率)

ピーク時直進交通量
大型車混入率最大

箱堤交差点を先頭に
著しい混雑が発生

日当たり交差点
流入量最大

凡例

ボトルネック箇所
箱堤交差点の混雑解消により

既存事業の効果が発現

立
体
化
に
よ
り

混
雑
解
消

仙台拡幅

今回変更区間
6⾞線

開通済み区間
事業中区間

（4⇒6⾞線）
仙台拡幅

1.00
（0.731）

0.89
（0.647）

1.24
（0.904） 1.12

（0.816）



５．事業計画変更により期待される効果

 仙台拡幅事業の整備に伴い交通混雑の緩和が期待されるが、箱堤交差点がボトルネックとなっていることから、混雑緩和の障害。
 箱堤交差点の⽴体化により、今回変更区間を含む事業区間の旅⾏速度が向上し、物流の効率化のほか事故の減少が期待。
 当該事業区間を含む、卸町交差点〜⼭崎交差点間は、⼀体的に⽴体道路で都市計画決定されている道路であり、当該事業区間

の整備は、仙台拡幅事業と密接不可分である。
 仙台拡幅事業の⼯区を延伸し、箱堤交差点を⼀体整備することで、事業の効果を発現することが可能。

▲箱堤交差点における死傷事故件数の変化

20

2
1
1

0

10

20

30

H25〜H28 整備後試算値

追突 右左折時 その他車両相互 人対車両

（件/4年）

箱堤交差点の
⽴体交差による
事故減少に期待

■仙台バイパスの旅⾏速度が向上 ■交通事故の減少が期待

出典：ITARDAデータ（H25〜H28）出典：渋滞協資料、 宮城県事故ゼロプラン資料

▼国道4号の渋滞状況・事故発⽣状況

：６⾞線区間

：４⾞線区間

：事業中区間

鶴ケ谷南交差点

卸町交差点

苦竹IC
45

４

仙
台
バ
イ
パ
ス

運転免許センター入口交差点

六丁の目交差点

浦田交差点

鶴ケ谷交差点

山崎交差点

至青森

至東京

元寺小路福室線

五輪工区
H30.3.8開通

斉兵衛交差点

松森

卸町

10

仙
台
拡
幅

延
⻑
6
．
0
㎞

６
⾞
線
開
通
済
み
区
間

延
⻑
1
．
8
㎞

延
⻑
2
．
8
㎞

延
⻑
1
．４
㎞

事
業
中
区
間

今
回
変
更
区
間

44.7

概ね60km/h

30

35

40

45

50

55

60

65

整備前 整備後(km/h)

▲仙台拡幅事業区間(卸町〜鶴ヶ⾕間)の旅⾏速度
出典：ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ
整備前 H29.10平⽇12時間平均
整備後 H29.10平⽇12時間平均 苦⽵〜⼭崎間の速度より算出

箱堤交差点の⽴体交差
により旅⾏速度が向上

箱堤交差点
（ボトルネックが解消）

主要渋滞箇所

事故危険区間

物流ルート（卸町～松森間）

現事業計画

変更事業計画
立体化により

交通が円滑化・渋滞解消

渋滞長 6.6km
鶴ヶ谷交差点山崎交差点

（主）仙台松島線

（市）東仙台泉線

苦竹IC箱堤交差点卸町交差点

45
国道

ROUTE

（都）元寺小路福室線（市）原町岡田線

箱堤交差点を先頭に

渋滞が発生

鶴ヶ谷交差点山崎交差点

（主）仙台松島線

（市）東仙台泉線

苦竹IC箱堤交差点卸町交差点

45
国道

ROUTE

（都）元寺小路福室線（市）原町岡田線



６．事業計画の変更内容（１）

立体交差に伴う事業費増（243億円→363億円） 増 ４９％ （１２０億円）

46.0
15.0

3.25 3.25 3.25 3.25
1.0

7.5 7.5
3.25 3.25 3.25 3.25

歩道 副道 歩道副道

[単位：m]

（8車線）

六丁の目

箱堤

卸町

鶴ケ谷南

鶴ケ谷

6⾞線
開通済み

区間
L=2.8km

事業中
区間

Ｌ=1.8km

仙台拡幅
L=4.6km

：評価対象区間
：一般国道
：主要地方道・県道

道路凡例

：開通済
：事業中

：4車線以上
：2車線

：主要渋滞箇所

今回変更区間

卸町〜苦⽵IC
L=１.４km

六丁の目

箱堤

卸町

鶴ケ谷南

鶴ケ谷

①

当 初 計 画

6⾞線
開通済み

区間
L=2.8km

事業中
区間

Ｌ=1.8km

仙台拡幅
L=4.6km

変 更 計 画

苦竹IC 苦竹IC

にがたけおろしまち

※箱堤交差点都市計画状況：S54に立体交差にて都市計画決定済11

45

４

45

４

項 目
増額

（億円）
増額要因 概 要

工 事

道路構造の変更 １２０ 社会情勢の変化 箱堤交差点の立体化（L=1.4km)

増 計 １２０

①

当初計画（標準横断図）

変更計画（標準横断図）

2.0 10.75 0.5 4.75
0.5

1.5 4.010.750.54.75
0.5

1.54.0

46.0



６．事業計画の変更内容（２）

○箱堤交差点の立体化
⇒直進交通の分離により混雑緩和

12

① 箱堤交差点の⽴体化（＋１２０億円）

・当初計画： －億円
当初計画においては、苦⽵IC〜鶴ヶ⾕交差点までを事

業区間として計画。

・変更計画： １２０億円
将来の交通需要の増加に対し、箱堤交差点の交通負

荷が増⼤し、交通処理仕切れない状況。
よって、交差点⽴体化による変更計画とする。

対策案の検討⽅針
＜道路構造令の解説と運⽤より＞
○信号交差点の交通容量から算定して
信号によって処理できる範囲を超える場
合は、⽴体交差を原則とする。

○⽴体化すべき交通流は、原則として交
通量の最も多い⽅向のものとする。

⇒箱堤交差点 国道4号⽅向の⽴体化

○箱堤交差点の方向別交通量

2,363

72

437

422 530

1,113

537 70

1,113

556

553

2,363

単位：台/h※ピーク時間

← 至 名取市

→ 至 泉区

↑至 仙台駅

↓至 仙台港

国
道
４
号

国
道
４
号

（都）元寺小路福室線

立体化すべき交通流
（国道４号方向）

橋梁部Ｌ＝４３９ｍ（４径間連続鋼箱桁＋４径間連続鋼鈑桁）

改良区間延長Ｌ＝１，３６０ｍ 事業中区間

盛土＋現道擦り付け区間Ｌ＝３４６ｍ 盛土＋現道擦り付け区間Ｌ＝５７５ｍ

箱堤交差点卸町交差点 苦竹IC

当初 見直し 変動

－ 120億円 +120億円

66億円
(L=439m)
24億円

(L=691m)
13億円

(L=230m)
17億円

(L=1360m)

－ 120億円 +120億円

－

－

－

－

+66億円

+24億円

+13億円

+17億円

所要額（合計）

舗装

構造物

改良

橋梁

箱堤交差点
の立体化

○必要車線数の確認
⇒立体部：４車線、平面部：4車線 必要

上下線 方向 交通量
1車線あたり
交通容量

必要車線数

下り線

Ａ 1,044台/h 1,020台/ｈ 2車線

Ｂ 1,828台/h 1,646台/h 2車線

上り線

Ｃ 1,821台/h 1,646台/h 2車線

Ｄ 1,651台/h 1,020台/ｈ 2車線

交通量 ：単位 台/h※ピーク時間
交通容量：単位 台/h※「道路の交通容量」より算出

↑至 仙台駅

至 仙台港↓

← 至 名取市

→ 至 泉区

（都）元寺小路福室線

C
B

A

D

資料：H42将来交通量推計

資料：H42将来交通量推計



７．コスト縮減への取り組み内容

●法⾯防草板の⾒直しによるコスト縮減（－０.１億円）

・当初計画： ０．３億円
法⾯防草板を従来型の「コンクリートブロック」で計画

・変更計画： ０．２億円
法⾯防草板を「軽量素材のポリプロピレン製中空積層板（新技術）」に変更

することにより、材料費及び設定⼿間（⼈⼒施⼯可能）においてコスト縮減

当初 見直し 変動

法面防草板 切土部
０.３億円
（L=600m）

０.２億円
（L=600m）

－０.１億円

所要額 ０.３億円 ０.２億円 －０.１億円

• 法⾯防草板について、従来型の「コンクリートブロック」で当初計画。
• 「コンクリートブロック」は重量が約200kg/枚となることから施⼯にはトラッククレーンを使⽤して施⼯。
• 「軽量素材のポリプロピレン製中空積層板（新技術）」の採⽤により、材料の軽量化が図られ材料費・施⼯費のコスト縮減が可

能となる。

▼従来型「コンクリートブロック」施工イメージ

• コストの縮減内容
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▼「軽量素材のポリプロピレン製中空積層板」施工イメージ（今後施工予定）

コンクリートブロック

軽量素材のポリプロピレン製
中空積層板

材料の軽量化により人力施工が可能



＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％ ＋１年 －１年

費 用 C （ 現 在 価 値 ） 467 467 467 496 437 464 470

事　 業 　費（億円） 442 442 442 472 413 440 444

維持修繕費（億円） 24 24 24 24 24 24 25

便 益 Ｂ （ 現 在 価 値 ） 632 685 589 632 632 604 662

走行時間短縮便益（億円） 604 649 566 604 604 576 633

走行経費減少便益（億円） 23 30 19 23 23 22 24

交通事故減少便益（億円） 5.3 5.6 4.6 5.3 5.3 5.1 5.5

1.4 1.5 1.3 1.3 1.4 1.3 1.4

基本
ケース

感　度　分　析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動

費用便益比　Ｂ／Ｃ

７．事業投資効果

H30今回

H28前回

● 全体B/C=１．４

○ 計画交通量(H42) ： 82,700台/日
○ 純現在価値(ENPV) ： 166 億円
○ 経済的内部収益率(EIRR) ： 5.0 ％

● 残事業B/C=１．９

○ 純現在価値(ENPV) ： 126 億円
○ 経済的内部収益率(EIRR) ： 8.5 ％

【全体】 【残事業】

● 全体B/C=１．３

○ 計画交通量(H42) ： 82,300台/日

● 残事業B/C=１．６
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＋１０％ －１０％ ＋１０％ －１０％ ＋１年 －１年

費 用 C （ 現 在 価 値 ） 145 145 145 159 132 145 148

事　 業 　費（億円） 132 132 132 146 119 132 135

維持修繕費（億円） 13 13 13 13 13 12 13

便 益 Ｂ （ 現 在 価 値 ） 272 312 240 272 272 259 284

走行時間短縮便益（億円） 255 292 225 255 255 243 267

走行経費減少便益（億円） 12 15 11 12 12 12 13

交通事故減少便益（億円） 4.8 5.3 4.4 4.8 4.8 4.6 4.9

1.9 2.1 1.7 1.7 2.1 1.8 1.9費用便益比　Ｂ／Ｃ

基本
ケース

感　度　分　析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動



９．事業の必要性に関する視点（事業の進捗状況）

１３．対応方針（原案）

１１．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

１２．地方公共団体等の意見

１０．事業の進捗の見込みの視点

１）社会情勢
・事業⽬的である交通混雑の緩和、交通事故の減少、物流拠点機能の強化が必要な状況は変化していない。

２）事業の投資効果
・B/Cが全体で１．４、残事業で１．９を確保。

３）事業の進捗状況
・Ｈ１９.３ 苦⽵ＩＣ〜燕沢区間が開通、施⼯中区間も⽤地取得完了し⼯事着⼿済。

既事業化区間においては⽤地取得は完了しており⼯事着⼿済。
事業延伸区間においても、現⽤地内での事業となり、事業実施環境が整っている。

法⾯防草板を「軽量素材のポリプロピレン製中空積層板（新技術）」に変更することでコスト縮減。

事業継続
（理由） 仙台バイパスの抱える交通混雑・交通事故・物流拠点機能の強化の解決のため、苦⽵〜箱堤間の道路整備は密接不可分であり、

⼀体整備の必要性が⾼い。

○仙台市⻑の意⾒
・事業の継続については、異議ありません。

○以下の団体等から、国道４号仙台バイパスの機能強化について要望あり。
・宮城県
・仙台都市圏広域⾏政推進協議会
・国道４号拡幅改良（４⾞線）建設促進期成同盟会
・宮城県道路利⽤者会議
・仙台都市圏⾃動⾞専⽤道路整備促進期成会
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